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効率的な工程で万全期す意思疎通の大切さ実感
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岡崎警察署新庁舎　開署

次世代の新しいモデルとして
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外観（北東面）

株式会社熊谷組・山田洋平
　岡崎警察署が初めての現場
で、主にコンクリート打設を担
当した。印象に残っていること
は警察署という特殊な施設であ
り、どうすれば上手くできるか、

生コンクリートの流し方や打設順序を考え、先輩や
専門工事業の職人と密にコミュニケーションをとり
ながら計画を検討した。打設を終えて型枠を外し、
きれいに仕上がっているのを見たときはうれしかっ
た。今回の現場で、作業前に関係者ときちんとコミ
ュニケーションを取って計画を練ることで良いもの
ができるということを実感した。この経験を今後の
工事でも生かしたい。

熊谷・ヒメノ
ビルド
作業所長兼
監理技術者
水谷　浩氏

◆建　物　名　称：愛知県岡崎警察署
◆場　　　所：愛知県岡崎市針崎町字太夫縄手
◆建　築　主：愛知県警察本部
◆設計・監理：株式会社久米設計
◆施　　　工：〈建築〉熊谷・ヒメノビルド特定建設工

事共同企業体
〈電気〉株式会社トーエネック
〈空調・管〉三河商事株式会社
〈エレベーター〉三精テクノロジーズ株
式会社

◆敷　地　面　積：，．㎡
◆構造・規模：Ｓ造、５階、延べ床面積，．㎡
◆工　　　期：年月日～年９月日
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中部支社
シニアエキスパート

鈴木　浩

設計本部
中部支社
部長
鈴木　雄一郎

設計本部
中部支社
主査
岩月　亮士

　設計にあたり、愛知県の中核都市である岡崎市や幸田
町の安全安心の象徴である警察署として、地域の安全を
守る防災機能拠点であること、警察機能をノンストップ
で支え続けること、敷地内のあらゆる人・物・情報を確
実に守ることはもちろんのこと、過去の警察署の概念に
とらわれることなく、地域文化・歴史・特性に相応しい
計画とし、次世代の新しいモデルになることを目指した。
　本計画は、既設警察署の老朽化に伴った移転新築計画
である。新たな建設敷地は、大規模な土地区画整理事業
により造成された見通しの良い土地で、周囲には先立っ
て私立大学の病院や商業施設などが建設され、今後地域
の中心地へと発展が期待される場所である。

　外観は、どの方角からも見えるといった立地状況を活
かして、四周に顔を向けた裏の無いデザインとした。
　ファサードは、市の景観重要建造物である岡崎城天守
をはじめ、色濃く残っている城下町の町並みなどから、
四周同じ顔を向けた天守、屋根の傾斜、下見板張りや格
子窓のグリット、白黒のカラーや木目の素材感などのデ
ザイン要素を抽出し、その要素に日射抑制や卓越風を利
用した自然換気促進などの環境性能を付加して、立面に
展開することで、「岡崎らしさ」を表現している。
度全周囲を見通せる建物としながらも各階各面の窓回り
が同じ表情のため室内の機能が分かりづらいなど、セキ
ュリティー強化にも配慮した。
　構造は、フレキシビリティー向上のためロングスパン
対応の鉄骨造とし、内部空間が有効活用できるアウトフ
レーム形状とした。
　外構は、免許更新など常に多くの人を迎える場所のた
め、塀やフェンスの無い豊かな植栽と温かみのある木目
調基調の外観、エントランス空間と連続した県産木材
ルーバーを用いた庇により、親しみの持てる地域に開か
れた景観づくりとしている。
　内装計画では、来庁者が利用しやすく分かりやすい空
間を目指し、各課の顔でもある窓口カウンターに対して
素材感のある石目調タイルで縁取りしたデザインとする
ことで、庇から続く県産木材ルーバーと共に視覚的に目
的場所へ誘導される空間づくりとしている。
　これらにより、地域と一体となったこれまでにない警
察署を完成することが出来た。


